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位置づけ

「第4次長崎市水産振興計画」は、「長崎市第五次総合計画」の水産分野における個

別計画であり、長崎市の水産振興における取組の方向性を示すもの。

第4次長崎市水産振興計画について

長崎市第五次総合計画前期計画

第4次長崎市水産振興計画

水産分野における実践的面

市

2 計画の期間

令和4年度~令和7年度(4年間)

漁業者
漁協

3 第4次長崎市水産振興計画について

第3次長崎市水産振興計画の取組の成果等を検証し、水産振興の方向性を明確にする

ため、今後4年間(令和4年度~令和7年度)の計画を策定するもの。

策定にあたっては、水産振興計画に関する重要事項の調査・審議のため学識経験者や

水産関係団体からの推薦者から構成されている「長崎市水産振興計画審議会」から、専

門的見地からの幅広い意見を聴取し、パブリック・コメントの実施を経て策定する。

水産基本計画(国)

畏崎県7k産業振興基本計画

閲係
団体 市民

惨
P
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長崎市第四次総合計画
〔'11 力年:H23~R3]

イ期基本計画
年:H28~R田

長崎市第五次総合計画
[9力年:R4~R1幻

則期基本計画
[4力年R4~R刀

後期基本計画
[5 力年:R8~R 2]
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第4次長崎市水産振興計画の策定経過
長崎市水産振興計画番議会

3月 意見照会
上旬・現状の把握、課題の抽出

・体系の検討

中旬

下旬

4月上旬

中旬

下旬

5月 、第1回審議会(5/フ)上旬
・才中止

、意見照会中旬
・体系の検討

下旬

6月上旬
中旬
下旬

7月上旬

中旬

下旬
8月 、第2回審寒(8/5)
上旬 ・辞令書交付

・計画書素案の作成

中旬

下旬

9月上旬
中旬
下旬

0月上旬

中旬

下旬
1月上旬

中旬

下旬

2月上旬
中旬
下旬

1月上旬

、第3回審議会(1/1剖中旬
・計画書最終案の作成

下旬

市長報告2月上旬

中旬
下旬

3月上旬

中旬
下旬

Y

0八゜フ、りりク]メント募集

(10/20~11/20)

ψ

0計画書最終案作成

事務局

0審議会意見集約

0体系の検討

0八゜ブリヲク]メント終了

0計画書素案作成 1

0委員改選準備

Ψ

0委員改選

2

' 09月議会説明

0八゜フ、りサク]メント準備

0市長決裁
0公表

02月議会報告



長崎市水産振興計画審議会からの審議結果報告

長崎市水産振興計画審議会は、水産振興計画に関する重要事項の調査、

審議にあたり、専門的な見地または市民の意見を反映させるため、水産業

の生産、加工、流通に携わる関係者はもちろん、学識経験者、観光関係者な

ど幅広い分野で構成され、本市の水産業の発展のため議論しております。

今年度は、平成27年度に策定した第3次長崎市水産振興計画が終期を迎

えるため、今後の長崎市の水産業のあり方と施策の展開を示した第4次長

崎市水産振興計画の策定のため、審議会委員を含めた関係者等と議論を重

ねてまいりました。

近年の水産業を取り巻く環境は、水産資源の減少や水産業就業者の減少

及び高齢化など依然として厳しい状況が続いている一方で、環境変動によ

る自然災害の激甚化やICT等の活用によるスマート水産業の進展、 SDGS

の達成に向けた耳殊且の推進など、大きな変化が起こっています。

水産業を取り巻く環境が大きく変化していく中、本市の水産業が環境変

化に強く活気のある持続可能な産業となるよう、第4次水産振興計画は従

来からの課題を解決するための取組だけでなく、水産業を取り巻く環境の

変化による課題やそれを解決するための取組などを検討しました。

本計画は、長崎市の水産業の発展を願い、審議会委員をはじめとした関

係者の方々の思いが込められたもの忙なったと考えております。

本計画を行政、漁業者をはじめとする水産業関係者、市民などが協力し

て取り組むことによって、長崎市の水産業がより素晴らしく、より豊かな

産業となり、未来へ受け継がれていくことを願っています。

令和4年2月

長崎市水産振興計画審議会

会長亀田和彦



長崎市水産振興計画審議会の開催状況

R3.3.5

1 議題

意見照会

①現状の把握、課題の抽出

②体系の検討

新型コロナウイルス感染症拡大の状況を鑑み、審議会委員へ事務局から関係

資料を送付し、長崎市の水産業の課題や今後取り組むべき施策等について検

討を行った。

意見照会

①体系の検討

令和3年5月7日に審議会を開催する予定だったが、新型コロナウイルス感

染症拡大に伴い県下全域の感染段階がステージ4となったため、開催を中止

した。前回同様、事務局から資料を送付し、事務局から提示された前回の意

見を踏まえた第4次長崎市水産振興計画の体系案について、体系の検討を行

つた。

2 内容

R3.5.12

議題

内容

R3.8.5

1 議題

第2回審議会

①会長及び副会長の選任

②第4次長崎市水産振興計画の素案について

第1回及び第2回の意見照会をもとに作成された素案について、事務局の説

明後、内容の検討を行った。

提出された意見につぃて、事務局で整理し、パブリック・コメント及ぴ9月

議会の意見を踏まえた案を次回提出することとした。

第3回審議会

①第4次長崎市水産振興計画の最終案について

前回の審議会での意見及びパブリック・コメント、9月議会の意見を踏まえ、

事務局力q乍成した最終案について、事務局の説明後、内容の検討を行った。

提出された意見を踏まえ、事務局と会長で調整した計画を最終案とすること

を決定した。

2 内容

R4.1.18

議題

内容

1
 
2

1
 
2



長崎市水産振興計画審議会委員名簿

委員名

、めだかずひこ

亀由和彦

げんこういちろう

玄浩一郎

ほんだあつし

本田敦司

ながたなおき

永田直樹

ふかやませいき

^LⅡシ青^

おざきたけひろ

尾崎武広

やなぎむらともひこ

柳村智彦

はやせゆういち

早瀬雄一

ごとうしんいち

主島愼一

まなぶかわさき

川崎 子・

こばやしひろたか

小林央幸

わきやま 0ゆんこ

脇山順子

みつせてつや

三瀬哲也

わたなぺひでゆき

渡邊英行

ひさまつとくのぶ

久松徳伸

こがの0あき

古賀典明

きよたまさし

清田雅史

長崎大学水産学部

国立研究開発法人水産研究・教育機キ勘K産技術研究所

団体名

長崎県総合水産試験場水産加工開発指導センター

長崎市漁業協同組合長連絡協議会

長崎県漁業協同組合連合会

一般社団法人長崎県以西底曳網漁業協会

長崎県旋網漁業協同組合

長崎地区漁業士会

17名(敬称略)

備考

会長学識

学識

学識

水産

水産

水産

水産

水産

水産

水産

水産

水産

水産

水産

水産

観光

学識 臨時

長崎漁港水産加工団地協同組合

長崎蒲鉾水産加工業協同組合

長崎の魚PR・おもてなしアクションチーム

魚のまち長崎応援女子会

副会長

長崎魚市株式会社

長崎水産物流通仲卸協同組合

長崎鮮魚小売商協同組合

一般社団法人長崎国際観光コンペンション協会

長崎大学水産学部教授



第4次長崎市水産振興計画の概要

計画策定の主旨

●長崎市では、上位計画である『長崎市第四次総合計画』をはじめとした全体計画のうち、水産分野の施策をより具体化し、今後の水産業の目指すべき姿とその実現方法を示すため、現
行の『第3次長崎市水産振興計画(平成28年度~令和2年度※)』を策定し、審議会において当該計画の進行管理及び検証等を行いながら、計画推進を行ってきた。
※「長崎市第四次総合計画」に合わせ、計画終期を令和2年度としていたが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、「長崎市第四次総合計画」の計画終期が1年延長されたこと
に伴い、令和3年度まで計画終期を延長した。

●近年の水産業を取り巻く環境は、人口減少の加速化や環境変動による自然災害の激甚化、新型コロナウィルス感染症の感染拡大、1CT等の活用によるスマート水産業の進展、SDGS(持
続可能な開発目標)の達成に向けた取組の推進など大きく変化している。

●国は適切な資源管理と水産業の成長産業化の両立を目的に、約70年ぶりとなる漁業法の改正を行い、県は令和3年3月に新たな長崎県水産業振興基本計画(令和3年度~令和7年
度)を策定し、水産業を取り巻く状況変化に応じた新たな政策を進めることとしている

●長崎市においては、これらの状況に加え、令和3年度に現行計画が終期を迎えるとから、上位計画である「長崎市第五次総合計画」の策定と併せ、今後の長崎市水産業のあり方と施
策の展開を明確にするため、審議会による調査・意見聴取・審議等を行いながら、『第4次長崎市水産振興計画』の策定を進めてきた。

計画の位置づけと期間

●『第4次長崎市水産振興計画』は、『長崎市第五次総合計画』

の水産分野における個別計画であり、長崎市の水産振興におけ

る取組の方向性を示すものです

長市第五次総合計画前期計画

第4次長崎市水産振興計画

水産分における実的計

四国回回

水産 画(国)

県水産振興基本計画

珍
P

戻向市築四次総合三西[11力年:H23~R3]
訂、たちばr活力に渦ち.発殿し柴6る諧ら』をめざしま"

後姻゛'本計画[6刀与:H28~R3」
オ産業で」を、1の強昇を活かします

●安室した水盆貴頚の管理・回箪在図り享す

●やる気、収差性アップの経営体づくりを逸めます

●新たな路拡大や消費拡大を図ります

●長峅ならではの食村や食文イヒの処力を発信しま琴、

●食育体験をし、食に対する岩撤0腺尿寺閣ります

●安圭Lた氷産貸源の管理,回俊を図ります

●やる氣、収益性アッブの軽言体づく兜迄めます

●斬たな販路拡大や捌餐拡大在図ります

●長曲惣自の食材や食文化の処力を発信します

●食斉体験を推進L食1対するの酸威を図ι

●*逢案の生産性を高め、炭世代を担う多橡な径営体を斉成Lます

●水産貴頚の皆珊'伺伎と按能性の高い泣毒整備を進めます

●新ナニな阪路拡大や消費拡大を図ります

●長蔚なら四ネの食材や食文但二舛する源の黙成を図咏す

^^ ^^^

●水産業の生産性を高め、次世代を役う多撮な錘営体を喬成します

●水産資鼻の瞥理,回復と捷艶性の富い撫港藝偵を追めます

●新たな鞭路拡大や痢費拡大晝圃」ます

●長嶋ならではの食材や食文イU二対サる富甜の哉成を畔」ます

^^^
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計画の体系図

基本

施策
個別施策

3

1 安定した

水産資源

の管理・回

復を図りま

す

粗方針

Ⅱやる気、

収益性アッ

プの経営

体づくりを

進めます

水産基盤の総合

的・計画的な整備

有効な放流業と適

切な水産資源の管理

による豊かな里海の

再生

次期計画のキーワード

Ⅲ新たな販

路拡大や

消賀拡大

を図ります

安定した収益性の高

い水産業経営の実現

長崎市第五次総合計画

・人や企業に選ぱれ、産業が進

し続けるまち

収益性の

の振興

水産物の付加価値を

高める水産加工業の

振興

長崎県水産業振興

基本汁画

多様な人材が活躍し、環境変化

に強い持続可能な水産業と賑わ
いのある漁村づくり

い 殖業

基本

施策

地元水産物の消費

拡大の推進

V 食育体

験を推進

し、食に対

する子"識

の醸成を

図ります

個別施策

マート水産業

・1CTや10T等を駆使した次世代型

漁業

「長崎の魚」の魅力

発信

第 4 次

1 水産業の

生産性を高

め、欠世代

を担う多・様

な経営体を

育成します

食育体験の推進、

食に対する意識の

醸成

2030年までの国際目標(14 海
の豊かさを守ろうなど)

取組方針

■

,

'・'発目標).

新型コロナウイルス感染症

環境変化に強い水

産業経営の実現

・ボストコロナ

新しい生活様式への対応

成長する養殖業の

実現

回

キワード

水産物の付加価値

を高める水産加工

業の振興

・スマートフK産業

・新規漁業者の増

,後継者不足の解消

・漁業定着率の向上

新たな販売システム

コロナ対策

オープンイノベーション

養殖業の成長産業化

水産資源の適切な

管理と豊かな里海

の再生

漁港施設の総合

的・計画的な整備

Ⅳ長嶋ならで

はの食材や

食文化に対

する意識の

酸成を図りま

す

新たな資源管理体制

漁業法の改正

「長崎の魚」の魅力

発信と消費拡大

さしみシティ

DM0との連携

インバウンド

・県外認知度向上

・直売所の販売力強化

・HAOCP

長崎ならではの食

材や食文化の発信

・体験と食

食卓の日

水
産
業
を
環
境
変
化
に
強
く
活
気
の
あ
る
持
続
可
能
な
産
業
に
し
ま
す

一
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=
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の
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し
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ま
ち
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の
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を
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し
た
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産
業
の
発
展



個別施策と取組方針・取組内容

個別施策 取組方針

水産業の生産注を高

め、次世代を担う多様

な経営体を育成します

環境変化に強い水

産縦経宮の実現

1-1・①

成長する養殖業の

夫1見

取組

次世代を担う強い経営体づくり

Ⅱ

水産資源の管理・回復

と憐首獣生の高い漁巷整

倆を進めます

1-1・②担い手の育成と雇用の維持

・1・③新たな流通販売の展開

水産物の付加価値

を高める水産加工

業の振興

0 効率的・先進的な養殖業への転換

養殖漁場の環境改善

Ⅲ

新たな販鵬拡大や消買

拡火を図口ます

水産」源の適釖な

管理と豊かな里海

の再生

>災害に負けない経営体づくり

関連するSDGS

) 加工原料の安定確保

消費者二ーズに対応した商品開発と販売体制

Ⅳ

長崎ならではの食材や

食文化に対する意識の

酸成を図ります

Ⅱ・1-1

■鬪

Ⅱ

主な取組内容

浜の活力再生プランの推進、スマート水産業の導入、漁協・水産加工団体の施設・

Ⅱ・1-2

「長岫の魚」の魅

力発信と消t.對広六

持続的な水産'源の維持・管理

漁場環境の保全・再生

受入地城の確保・体制整備、漁業の担い手の確保、

漁港施設の整備

多様な消者二ーズに対応した販売体制づくり、6

長崎ならではの食

材や食文化の発信

囲

の習得・存の技衛の改良、新た新た

用した養殖管理の高度化

の把握と指淵漁

官民一体となった「長崎の魚」の魅力発信

「長崎の魚」の観光資源としての顕在化

■

国内における「長崎の魚」の消費拡大

IM
1

共済への加入促進、漁場被害に対する危機

安全・安心な水産物の輸出促進

未利用・低甲」用

き方改革の推進

体験による食文化への理解の推進

囲

目

多様な主体の参画による食に対する意識の醸成

を活かした新商品の開発、インターネットを利用した通

適正な管理による資源管理の推進、密

流と効果的な放流手法の検証

総含的・計回的な藻場の再生、

化^支援

の活用

魚種の開発、1C「等を活

凌 CO

目圃

既存施設の機能保全、既存施設の老朽化対策

「さしみシテイ」の推進

DM0との迎携による「長崎の魚

商談会等を通じた販路開拓支援、

城イベントの開

HACCP等の輸出二ーズを満たすための整爾等への支援

の強化、海^性に合つた種苗放

の維持・回

圃
料理体験

のPR強化、

物所

「食卓の日」の推進、学校給食による子どもたち^

じた

の拠点の検討

の販売強化、四季を通じた地

化の継承、地城の特性を活かした体験型交流の推進

'小港施設の総合

的・計画的な整備
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成果指標

基本施策

水産業を環境変化に
強く活気のある持続
可能な産業にします

漁業生産量[暦年]

成果指標

市内産の水産物販売額

長崎市内で売られている水
産物について新鮮さ、品数に
満足している市民の割合

市内産水産物及び加工品購
入率

水産業の生産性を高平均漁業所得[暦年]
め、次世代を担う多
様な経営体を育成し
ます

基準値

48,380 トン
(H28~30年平均)

新規漁業就業者数

46.7億円

(R2年度)

目標値

50,799 トン
(R7年)

水産資源の管理・回
復と機能性の高い漁
港整備を進めます

8279"0

(R2年度)

機器等の導入件数

607億円

(R7年度)

49.2q'0

(R2年度)

指標の説明
・地区内漁業者による各漁港への水揚総量

・「漁港港勢調査結果」により把握する。

・基準値から5%増を目標とする。

・市内産の水産物販売額

・市内8つの漁協からの報告(市内8漁協取扱金額)により把握する。

・過去3年間の最高値(H30年度)を目標とする。

・市内で売られてぃる水産物(新鮮さ・品数)に満足している市民の割合
・市民意識調査により把握する。

・直近5年問(H28~R2年度)の最高値を目標とする。

・代表的な市内水産物及び加工品の市民の購入率

・ながさきの「食」市民意識調査により把握する。

・基準値から、過去4年間(H29~R2年度)の平均増加率の毎年度0.3%増を目標とする

IC「等を活用したスマート
水産業の取組件数

漁場環境再生活動を行った
海域の藻場の被度

新たな販路拡大や泊
貧拡大を図ります

82.7q'0

(R7年度)

12人

(R元年度)

50.79,'0

(R7年度)

1β00千円
(H27~R元年平均)

長崎ならではの食材
や食文化に対する意市内産水産物の市民認知度
識の醸成を図ります

漁協取扱漁業生産量

20件
(R2年度)

15人

(R7年度)

「長崎の魚」の観光客認知
度

1,944 千円
(R7年)

1件
(R2年度)

市内農水産物直売所の売上
額

・漁業に新規で就業した者の人数

・関係団体への照会により把握する。

・直近5年間(H27~R元年度)の平均値を目標とする。

・浜の活力再生プランによる漁業所得
・プランの達成状況報告により把握する。

・プランが5年間で所得を10%増させる計画であるため、基準値から8%増を目標とする。

・水産関係団体等が行う機器等の導入件数

・事業の実績報告により把握する。

・基準値から10件増加させることを目標とする。

・スマート水産業の取組イ牛数

・事業の実績報告により把握する。

・基準値から2件増加させることを目標とする。

・水産多面的機能発揮対策支援事業で藻場の再生を行った藻場の被度
・事業実績により把握する。

・直近3年問(H29~R元年度)の最高値を目標とする。

・市内8漁協における漁業生産量

・市内8漁協の地区内水揚量の合計により把握する。

・基準値を維持することを目標とする。

・「長崎の魚」の観光客認知度

・長崎市国内観光客動向調査により把握する。

・毎年2%の増を目標とする。

・市内農水産物直売所の売上額の合計

・直売所等への調査により把握する。

・直近5年間(H28~H30年度)の最高値を目標とする。

・市内水産物の市民認知度

・ながさきの「食」市民意識調査により把握する。

・直近3年間(H30~R2年度)の民高値を目標とする。

43.99'0

(R元年度)

30件
(R7年度)

8,739 トン
(R元年度)

3件

(R7年度)

44,フツ0

(R7年度)

56.1q'0

(R2年度)

8,739 トン
(R7年度)

289億円
(R元年度)

66.19"0

(R7年度)

88.29"0

(R2年度)

29.5億円
(R7年度)

882Ψ0

(R7年度)

基
本
施
策

個
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施
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恂 発言者

林委員

ムにおける

2 野口委員

P3-5

長崎ならで
はの食材
や食文化
に対する
意識の醸
成を図りま
す

第3次の中で、決めた目標に対して達成
度をきちんと数字で示してぃただいて、
はり第3次の中でできなかった部分という
のは、この第4次に生かしていくというのが
大事だと思うので、モこはきちんと数字で
示しながらやっていただきたい。

Ⅳ

3 平野委員

成果指標の「市内産水産物の市民認知
度」、二れの目標値が882%は話にならな
いのじゃないか。最初は、東京の人の認知
度が88,2%と思っていたが、これが長崎
市内なら100%にもっていかなけれぱ、さ
しみシティもへつたくれもないと思います
が、それはどうなんですか

P20

温暖化は一定程度止められないと思うの
で、デメリットはデメリットで捉えて、新しく生
まれてくるメ1ナ外というところをどう捉えて、
そこに対してどう対応していくのかというの
が非常に大事なと二ろだと思います。環境
の変化に対応していく取組というのは大事
かと思うので、そういった取組とか書かれ
たら、むしろよいんじゃないかなと思うんで
すが、何かデメ1ナ外のことほかり並べておら
れたので、今後の対応も骨格の1つで
かれたらどうかなと思います

第1章に「前計画の達成状況」を追加いた
しました。

4 山崎委員

今回の計画の目標として、近年の最高値
を設定させていただいております目標値
について、再度検討させていただきました
が、市民認知度の目標設定として十分に
高いと判断いたしました

全体

一番のキーポイントは、ブランド化だと思
う。長崎は魚種が多いってよく言われてい
るが、魚種が多いよりも、が多いほうが
本当はブランド化しやすいんだと聞く。魚種
が多いというのを皆さん自信満々に言うけ
れども、じゃあ何がおいしいかと白われたと
きに、言うものがない。しかし、フグとかハ
モとかは、結構長崎から出てしまって、消
先でいかにも自分たちのおいしい魚とし
て売ってしまっている。そういうものもある
から、生産者の方たちと話をして、魚種を
絞ってプランド化していった方がいいと思
う。プランドというのが1つのキーボイントだ
と思いますので、この計画の中にも、それ
をどうしていくかということを考えられたらい
いんじゃないかなと要望しておきます

取組Ⅱ一1一②の具体的取組1「総合的・
計画的な藻場の再生」の内容に、漁場環
境の変化に適した保全活動を行うとして表
現を追加いたしました。

5 柿田委員

Ⅲ一1-

②
具体的
取組2

食の拠点
の検討

羽田空港でのPR放送やSNS広告による周
知により、観光客への「長崎一魚」というイ
メージが向上しておりますが、消に促す
取組が不足しているという反省から、刺身
という食べ方をイメージしやすいキャッチコ
ピー『さしみシティ』を掲げた「長崎の魚」の
ブランド化を推進していく計画としておりま
す。

さしみシティの中で、地場の料理店等をど
ういうふうに育てるというか、サポートしてぃ
くかというのはすごく必要かなと思います。
例えぱ、長崎のマグロは東京の方で消
されて、県内では消されていない。それ
は仕方がないかなとは思うんですが、地場
の料理店、屋台村等で、今後新型コロナ
ウイルスが終わった後に来られる観光客
の皆さんが実際に長崎で食べることができ
る、市民の皆さんもおいしい魚を食べられ
るような場所というものの整備も、今の段
階でしっかりと考えていただけれぱ、新型コ
ロナウィルスが一定収束した後の再ダッ
シュに長崎の魚というのをしっかりと使って
いけると思いますので、今の段階から、もう
二の計画の中にも実は入れていいんでは
ないかなとは思っています

P47
食の拠点設置について、行政・漁協・関係
機関等が整備・運営手法等を検討すると
計画に記載しております


